
 

❶ データの受領 

【方法１】 

 

 

 

税務署等のＵＳＢメモリ等を使用して、

納税者等の皆様のパソコンから帳簿等デ

ータを受領 

【方法２】 

 

 

 

オンラインツールを利用して、帳簿等

データを受領 

 

税務調査等において納税者等の皆様から 

提出を受けた帳簿等データの取扱いについて 

 

 税務調査等において、申告内容等を確認するため、国税通則法に規定する質問検査権に基づき、国税職員から

納税者等の皆様へ、帳簿書類その他の物件に係る電磁的記録（以下「帳簿等データ」といいます。）の提出を求め

ることがあります。国税当局では、納税者等の皆様から提出を受けた帳簿等データについて、以下のとおり適切

に取り扱っています。 

※ 電磁的記録とは、パソコンの端末などに保存している電子データをいいます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

国税局・税務署 

 

  
❷ ＵＳＢメモリ等 

に一時保存 

 暗号化処理又は代替措置を必ず施し、外部への情報

漏えいを防止 

 国税庁の環境下にデータを移行するなど、ＵＳＢメ

モリ等での保存の必要がなくなり次第、速やかにＵ

ＳＢメモリ等のデータを消去 

 

❸ 国税庁での管理 

 政府統一基準を踏まえつつ、国税職員が職務上必要な情報のみ利

用可能な仕組みを構築 

 定期的なセキュリティ監査を実施 

 情報の不正利用や情報漏えい等の防止 
 

※ 国税庁の基幹システムは、情報セキュリティに関する国際規格に基づく認証を取得しています。 

 

 
❹ 保存期間満了時

に削除 

 保存期間満了までの間、国税庁において定めた行政文書管理規則

等に従い、厳重に管理 

 保存期間が満了した後は、同規則等に基づき確実に消去 

国税職員の守秘義務について 

国税職員には、国家公務員法上の守秘義務ととも

に、国税通則法により国家公務員法よりも重い守秘

義務が課されており、国税に関する調査において知

り得た秘密を漏らしたときは罰則の対象となりま

す。 

Ｑ＆Ａについて 

国税庁ホームページでは「税務調査

等における帳簿等データの提出依頼

等に関するＱ＆Ａ」を公開していま

す。 

【国税局・税務署】 

https://www.nta.go.jp/about/introduction/torikumi/denshi_data/index.htm
https://www.nta.go.jp/about/introduction/torikumi/denshi_data/index.htm
https://www.nta.go.jp/about/introduction/torikumi/denshi_data/index.htm

